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高知県では約 34 m、大分県でも 10～20 mの津波が来襲すると想定され、防災・減災対策が
進められている。本研究課題では、主に国外のアジアの国々の自然災害に関する調査・研究
を実施しているが、本年度は新型コロナウィルス感染症の世界的拡大で、当初の目的が遂行
困難となったため、国内で継続的な現地調査を実施してきた四国・九州地域の防災め減災対
策について現地調査を行った。高知県黒潮町では、庁舎や住宅の高台移転が進み、津波避難
タワーの設置、道路の拡幅など事前の防災対策が計画的に進められている。また大分県沿岸
の地域では、高規格道路の延伸や消防署の高台移転、津波避難タワーや高台への避難路の整
備などが進められている状況を確認することができ、改めて防災・減災対策に関してアジア
の国々との相違について認識した。
